
｢授業備品」NO38 H.29.5.1「精華式略々案」（６県に配布中） 〇〇科授業の略々案    (〇学年) 

月日（  校時） 単元名・教材名 個人テーマ（算数科） 
月 日（ ） 
（   校時）    

前回の課題を受けて本時の改善点 

本時のねらい 

評価規準 

知   
（ 評価方法 発言・ノート ）                               

展開 学  習  活  動 
問題の提示 □１．前時の振り返りをする。 

□２．本時の資料・問題を見て気付きを発表する。 
   気付いたこと・考えられること・調べてみたいこと 
 
 
 

問いの共有 □３．問題の解決方法、およその答えを確認する。 
   見通しをもつ □ペア□班 

課題の設定 □４．課題を確認（２段書、課題＋考察） 
 
 
 
 
□５．アイテムの確認・キーワードの確認 
□６．本時のシラバス・言語わざの確認 
□７．課題解決の予想が立つかをサインで確認 

自力解決 □８．一人で課題を解決する。 

集団解決 □９．ペア学習をする。（□9．班学習をする。） 
□10．全体の学び合い１「事実・単純な意見集約」   ※課題１段落目 
□11．全体の学び合い２「考察」           ※課題２段落目・考察 
□12．教師の修正を聞く。 
□13．各自でノートをまとめる。進化（深化）タイム 

価値の共有 □14．自分の言葉でまとめる。 
 
 
 

振り返り 
（適用問題も可） 

□15．適用問題を解く。 
□16．振り返りを書く。 
   ①分かったこと ②学んだこと ③知りたいこと 

 

 

 


